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幼児教育における教育的環境
応答的環境を手がかりにして
五十嵐敦子
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1．はじめに
学校教育法第77条において、「幼稚園は、幼児を保育し、適切な環境を
与えて、その心身の発達を助長することを目的とする」と規定されており、
『幼稚園教育要領』（平成10年告示）において、その目標を達成するために、
教育は、環境を通して行うと述べられている。したがって、教師の役割に
ついて、「教師は幼児との信頼関係を十分に築き、幼児と共によりよい教
育環境を創造するように努めるものとする」（1）、さらに「教師は、幼児と
人やものとのかかわりが重要であることを踏まえ、物的・空間的環境を構
成しなければならない」（2）一と述べているが、教育環境が意味するもの、つ
まり具体的な内容については、言及されていない。
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一方、平成11年に改訂された『保育所保育指針』においては、保育の環
境の項目に関して「保育の環境には、保育士や子どもなどの人的環境、施
設や遊具などの物的環境、さらには自然や社会の事象などがある。そして、
人、物、場が相互に関連し合って、子どもに一つの環境状況をつくり出す。
こうした環境により、子どもの生活が安定し、活動が豊かなものとなるよ
うに、計画的に環境を構成し、工夫して保育することが大切である」（3）と、
述べられている。以上の記述で明らかなように、教師の役割は、子どもを
取り巻く環境を子どもの活動に相応しい教育環境に創るために、教師が計
画的に構成し、整備することである。
物的環境について、具体的に述べられている部分があるので、列挙した
い。
環境とは、幼児にとって身近で毎日のように接する園内の環境、すなわ
ち、保育室や園庭の環境が中心であるとしている。
『保育所保育指針』では、保育室内の環境構成の配慮事項として詳細に
次のように述べている。
保育室や子どもの身の回りの環境や衣類、寝具、玩具などの点検を常
に行い、不潔な状態や危険のないように配慮する。
室内環境の色彩やベットなどの備品の配置にも配慮し、一人一人の子
どもの発育・発達状態、健康状態に応じ、さらには情緒の安定のため
にその都度適切に整える。
玩具などは大きさ、形、色、音質など子どもの発達状態に応じて適切
なものを選び、遊びを通して感覚の発達に効果あるものとなるように
配慮する。（4）
しかしながら、人的環境についての具体的な内容については、明確には
述べられてはいない。したがって、本稿では、応答的環境を手がかりにし
ながら人的環境の意味について考察したい。
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H．環境構成と教師の役割についての先行研究
幼児教育において子どもの活動や遊びが豊かに、さらに教育的に展開さ
れるためには環境構成が重要であること、そして環境構成においては教師
が重要な役割を担うことについては、疑う余地がないことである。しかし、
どのような視点で、あるいはどのような側面を重視して環境構成をすべき
かについては、検討する必要がある。
その一例として、榎沢良彦の論文「環境の構成と教師の役割」挙げるこ
とができる。その論文において、榎沢は教師の生き方に着目しながら、子
どもにとって「有意味な環境」（5）を創るための教師の役割（教師の在り方）
について考察している。子どもにとって環境が意味あるものとなるために、
教師はr子どもが自己実現に向かう充実感を覚えられる環境」（6）を創れる
ように援助しなくてはならないという。そのためには、まず第一に教師自
身が「子ども仲間」として環境にかかわる、すなわち遊ぶ姿勢をとる役割
が求められる。一方で、「教育する」という教師固有の目的意識を持って
環境にかかわることも同時に求められるというのである。
r教師はまず子どもの視点に立って環境を考えるべきであろう。そして、
その環境に教師としての視点に立つ配慮を重ねていくべきであろう」（7）と、
榎沢は結論づけている。
二つ目の例として、赤石元子の論文「環境構成と教師の役割」を挙げた
い。その論文において、赤石は教師の意図が見えない保育を問題にし、保
育を自覚的に捉えることの重要性を述べている。保育を自覚的に捉えるた
めに、赤石が勤務する園全体の環境を見直すということを具体的に行った
ことを実践例として紹介している。保育室や遊びのコーナーを含む物的・
空間的環境が幼児の主体的なかかわりを誘い出しているかについて問い直
す必要があると指摘する。（8）
問い直す時の具体的内容として、赤石は次のように提案している。「な
ぜここに製作コーナーを作るのか、材料は何をどのくらい置くのか」（9）な
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どについて、遊びの充実とのかかわりを考慮しながら、環境設定について
問い直すことが教師の重要な役割であるという指摘がある。
三つ目の例として、筆者が学会で「幼児教育における環境構成の重要性
について一モンテッソーリ教育の応答的視点から一」というテーマで発表
したものを挙げたい。（10）
モンテッソーリは・教師とはr環境の維持者で管理者」（11）（keeperand
custodianoftheenvironment）であると定義している。家庭における妻が、
家庭を清潔で秩序ある魅力的な場所にするように、教師も子どものために
魅力的な環境を準備するのである。また、教師自身も魅力的に見えるよう
に優しく上品に行動しなければならないと指摘する。つまり、教師の仕事
は「環境を配慮することである」と、モンテッソーリは述べている。
モンテッソーリから直接指導を受けると同時に熱心な研究者でもあった
スタンディング（E．M．Standing）は、その著書rモンテッソーリの発見』
の第16章において整えられた環境を取り上げている。そこでは、「環境を
生き生きとさせるのは教師」であり、教師は、「こども達と環境との『ダ
イナミックなつなぎ』の役目」をすると述べている。（12）すなわち、充分に
トレーニングされた教師の存在は、環境構成において不可欠であると強調
している。
実際に教師は環境とどのように関わっていくのか、その実際的なルール
についての14項目のうち重要と思われる5つを挙げてみる。
①こどもを環境に親しませ（積極的にはたらきかけ）、交流が成立したら
自分は控え目になる。
②こどもが助けを必要としているところを見落とすことのないように、つ
ねに観察を続ける。
③こどもの訴えに耳を貸し、それに応ずる。
④間違えているこどもを尊重し、間違いをたださない（「教えながら教え、
訂正しながら教えない」）
⑤きめ細かい心づかいと無言の真剣さによって、環境を生き生きしたもの
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にする。また穏やかな話しぶりとこどもたちに愛情をもって接すること
によって、環境に生命を吹き込む。（13）
皿．教育的環境の定義
1．パーキンソン（Perkinson，H．J，）の教育的環境
1984年、当時ニューヨーク大学の教育史の教授であったHJ．パーキンソ
ンは、著書『誤りから学ぶ教育』を出版した。副題には「二十世紀教育理
論の再解釈」とある。この著作の序文で、カール・ポッパー（K．R．
Popper）（14）哲学に基づく教育理論を追求したいと、研究の主旨を述べて
いる。具体的には、二十世紀における代表的教育理論家たちのうち、特に
モンテッソーリ（Montessori）、ピアジェ（Piaget）、ロジャーズ（Rogers）、
ニイル（Nei1）、スキナー（Skinner）の5人を取り上げ、彼らの業績を
「誤りから学ぶ」というダーウィン主義理論として特徴づけることが可能
であると、パーキンソンは論じている。（15）
パーキンソンが論じた5人の中で、ここではモンテッソーリ教育におけ
る教育的環境と教師の役割について考察する。
パーキンソンによれば、モンテッソーリ教育における教師の役割は、
r教師は教育的環境を創る」（16）ことである。その環境とは、r誤りから学ぶ」
環境を創造することを意味する。しかも子ども自身で誤り（間違い）に気
づき、誤りを訂正できることが望ましい。一般的に教師は、子どもが問違
えば訂正し、正解であれば評価することで子どもに干渉することになる。
子どもは、自分自身を導く自己教育力を持つべきであり、その自己教育力
を欠いているのであれば、それは子どもの精神の自由を侵すことになると、
モンテッソーリは言う。（17）したがって、モンテッソーリ教具は、多くが自
己訂正教具である。代表的教具の一つとして、円柱さし練習の教具を挙げ
ることができる。直径と高さがそれぞれ異なる円柱とそれぞれに対応する
穴が用意されている。ある円柱を間違った穴の中にはめ込もうとすれば、
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その間違いに自動的に気づかされる。つまり、白川蓉子が指摘するように、
「教具自体に間違いの制御が含まれている」（18）のである。
2．教育的環境における3つの特徴
さて、モンテッソーリ・クラスの教育的環境について論じたい。パーキ
ンソンによれば、教育的環境には、自由な環境（afreeenvironment）、応
答的環境（aresponsiveenvironment）の、援助的環境（asupportive
environment）の3つの特徴があることを論じている。（L9）第一の特徴であ
る自由な環境とは、r学習者が身につけている現在の知識を表現し、証明
し、公表することが自由である一あるいは自由だと感じる一環境を意味す
る」（2。）と、述べている。モンテッソーリ・クラスにおいて、子どもは自分
の知識について教師から訂正されることや、評価されることもなく、さら
には他の子どもを比較されることもない。したがって、「かれらには行動
の自由があり、現在の能力と技能を試そうとする自由がある」（2’）とパーキ
ンソンは指摘している。先に述べたように、モンテッソーリ教具が自己訂
正教具でなければならない理由がここに存在するのである。
パーキンソンは、さらにモンテッソーリ・クラスにおける環境構成、つ
まり物的環境構成においても、自由が保障されているという。モンテッソー
リの「子どもの家」では、すべての家具、台所用品、備品などは子どもの
サイズに合わせている。したがって、この特別に配慮された環境において、
子どもは教師から特別に指導されるのでもなく、環境そのものの魅力から
動かされ、自然に自分の筋肉運動を訓練し、感覚を鋭敏にするように導か
れるのである。モンテッソーリは、教師という呼称は適切ではないと考え
た。教師という呼称は、知識を伝達するということが明確に意図されてい
るので、その代わりに「指導者」（Directress）（22）という呼称を使用するこ
とに執着していたと強調する。「指導者はいつも子どもと子どもの現在の
知識を尊重する。指導者は冷静である。指導者は待ち、観察する。指導者
は子どもに行動と経験を自由にさせる」（23）と述べている。モンテッソーリ
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自身は、教師は「知的な落ち着き」が必要であるとしている。この落ち着
きとは、単なる性格的なものではなく、もっと内面的に深いものだという。
それは、知性の純粋さや透明さに似た「精神的な謙虚さ」であると説明し
ている。このような謙虚さが子どもを理解するために必要であるとモンテッ
ソーリは指摘した。（24）
次に第二の特徴である応答的環境の意味について考察したい。「モンテッ
ソーリ・クラスに存在する教育的環境は、自由であるばかりではなく、応
答的でもある」（25）と、パーキンソンは指摘する。彼の理論によれば、その
ような環境において、現在の知識を自由に表現する時、知識の不十分さを
暴露するようなフィードバックや自分の間違いを確信させられるフィード
バックを受け取ることになるという。パーキンソンは、さらに次のように
強調する。「モンテッソーリ・クラスの最大の意義は、子どもたちが自由
に、安心して、安全に自分自身の行動の結果を経験できる特別に創造され
た環境である」（26）としている。また、r現在の知識に対する批判的フィー
ドバック（criticalfeedback）が得られる」（27）としている。モンテッソー
リ・クラスにおいて特徴的なことは、教師からの批判的フィードバックで
はなく、環境そのものから生じる批判的フィードバックなのである。
この批判的フィードバックを受けることのできる応答的環境のモンテッ
ソーリ・クラスは、子どもの一層の自立を促進するのだと、パーキンソン
は述べている。そして、モンテッソーリの次の言葉を引用している。「僕
は完全ではない。万能ではないが、これだけできることがあるということ
も知っている。僕は間違いをすることがあるが、自分でそれを直すことも
知っている。これが僕の行く道だ」（28）と。
一方で、筆者は応答的環境には、批判的フィードバックも必要だが、肯
定的で、積極的なフィードバックも必要であると考えている。パーキンソ
ンは言及していないのだが、むしろ積極的フィードバックの方が、教育的
環境において重要であると思われる。これについては、第IV章で詳しく考
察することにする。
一149一
五十嵐敦子
次に第三の特徴である援助的環境について論じる。「援助的環境は生徒
たちに再度のチャレンジを促し、発見された誤りを考慮し継続的に訂正を
促進する」（29）とパーキンソンは解説する。モンテッソーリ・クラスは、子
どもたちのサイズに合わせているばかりではなく、教具も含めた特別に構
成された物理的環境である。そこでは、子どもの自立を確立することに援
助的であり、さらに教師の役割も援助的であることが明らかであると指摘
する。モンテッソーリの言葉を次のように引用しながら、援助的教師のモ
デルは、召使であると説明している。ただし、召使は主人に奉仕するのが
仕事であるが、r子どもが自分で行動し、決心し、考えるように援助しな
がら子どもの精神に奉仕する」（3①のが教師の仕事であると強調している。
「子どもの自立を促す」教師の援助でなくてはならないという。
IV．応答的保育における肯定的フィードバック
1．発達理論r相互作用説」における環境の重要性
発達理論「相互作用説」を構築したスイスの心理学者ジャン・ピアジェ
q．Piaget）は、余りにも有名である。r相互作用説」とは、子どもは遺伝
的形質を持ってはいるが、自分の周りの環境に自ら積極的に働きかけ、ま
たその環境からの働きかけ（反応）との相互的な関係の中で、成長・発達
を遂げていくと考える理論である。（31）同じ発達理論を継承するアメリカの
心理学者ハント（J．M．Hunt）に直接指導を受けた宮原和子・英種夫妻は、
ピアジェとハントの考え方の違いを次のように説明している。第一に、ハ
ントの方が相互作用における環境と経験の役割を重視していることが挙げ
られる。第二、乳幼児期における環境的要因がその後の成長や発達に大き
く影響を与えるという「可塑性」を証明したことが挙げられる。第三に、
発達における「内発的動機づけ」、つまり「自ら行動する心」「自ら学ぶ心」
は子どもが育つ教育的環境の中で「後成的」に作られるということを証明
したことが挙げられる。（32）
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内発的動機づけについては、日本におけるピアジェ研究の第一人者であ
る滝沢武久が、わかりやすく解説しているので、彼の言葉を引用したい。
動機づけには、内発的動機づけと外発的動機づけの2種類がある。外発
的動機づけは、賞罰によって動機づけられ、この場合、欠乏充足の欲求が
働くので、快状態を求めて、つまり欠乏を充足させようとして行動を起こ
すことになる。従来の教育方法は、この外発的動機づけの方法が用いられ
ることが多かった。しかし、この方法は、r子どもからは、受け身的な活
動しか引き出すことができない」し、さらに「欠乏充足の欲求だけに支配
される存在ではない」のが子どもであるという。その欠乏充足の欲求ある
いは不快経験を避けたいという欲求以上に、たとえば歩けるようになりた
いとか、新しいことを試みたいという「成長への欲求」が強く働くもので
ある。この欲求によるものが、内発的動機づけである。子どもが環境に積
極的に関わろうとするのは、内発的動機づけが働いているからなのである
と、滝沢は述べている。（33）
このような心理学者ハントの発達理論に基づき、学習意欲や知的好奇心
を育てる「応答的保育」実践の研究において主導的役割を担ってきたのが、
心理学者の宮原和子・英種夫妻による「応答的保育研究会」である。（34）次
に宮原和子・宮原英種が提唱する「応答的保育」の実践を紹介したい。
2．応答的保育の実践
宮原らは、環境からの「応答」を物やおもちゃによる応答、ことばによ
る応答、心の応答の3つに分類している。
第一の物やおもちゃによる応答の一例として、応答性の高いおもちゃで
ある「シェープボックス」を紹介している。子どもが積み木を握ると、ひ
んやりとしたr感触」が伝わって来る。これが触覚的応答である。次にボッ
クスの中に入れると積み木は見えなくなる。これが視覚的応答である。積
み木がボックスの中に落ちる時の音も聴覚的応答である。最後にこの積み
木で遊ぶことによって得られる達成感や満足感が子どもにr応答」として
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返っていくのである。（35）
第二にことばによる応答がある。家庭における両親からのことばによる
応答、幼稚園や保育所における保育者からのことばだけではなく・表情や
態度による応答が大切である。
ことばによる応答は、3つの種類があると、宮原らは証明している。発
問、受容、過程の3つである。発問とは、両親や保育者がいろいろなかた
ちで質問をすることである。発問は、子どもの思考を刺激し、活性化する
とされる。受容は、両親や保育者が子どものことばや行動・動作をことば
で受け入れることであるとしている。受容は、もう一度聞いてみようとい
う自発性や学ぶ意欲を育てるとされる。過程は、両親や保育者が説明した
り、子どもの話の足りない部分を補足し、話をリードすることであるとし
ている。過程は、子どもとのコミュニケーションを広げることができると
される。（36）
第三に心による応答がある。心による応答とは、保育者や両親が子ども
の様々な感情に共感することであるとしている。子どもの心に大人への信
頼感が芽生えてくるという。（37）
以上が、宮原和子・英種共著『応答的保育』の第一章理論編で述べられ
ている。
第二章実践編では、発問、受容、過程の3つのプロセスが具体例を挙げ
て紹介されている。簡潔に言えば、次のようになる。「《発問》とは、上
手にたずねる、《受容》とは、上手にうけとる、《過程》は、上手に話を
する、話をつなぐ」ことであると、宮原らは述べている。（38）
保育における《受容》の仕方は、くり返し、確認、承認（同意、肯定）、
賞賛、感情移入、制止、非承認の7つがあるとされている。rくり返し」
は、先生が子どものことばを単にくり返すだけであっても、特に幼い子ど
もの場合、先生に認められたことを意味する。「確認」「承認」は、子ども
のことばや行動をそうであると認めることを意味する。そしてr賞賛」は・
「上手だね。」「よく知っているね。」「すごい！」などの表現を使って、子
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どもの行動をほめることによる応答、さらに感情を込めて応答する「感情
移入」は、子どもに喜びや自信を与えることになり、保育の実践において
とても重要な役割を果たすことを意味する。これらの受容を、筆者は肯定
的フィードバックと捉えたいと考える。（39）
また、「制止」「非承認」は、《受容》の仕方の一つとされるが、子ども
への対応の方法としてはできるだけ避けるようにするのがよいと、宮原ら
は指摘する。ただし、子どもの身に危険がある場合や緊急の場合にはr制
止」などを用いることがある。その場合、子どもに「制止」することの理
由を説明することが肝心であるとしている。（40）
以上論じてきたことは、教育的環境を創ることが教師にとって重要な役
割であること、その教育的環境とは、子どもの自発性や自信を育てること
によって子どもの学習意欲や知的好奇心を促進することを可能にする応答
的環境を創ることであることが証明できたと思われる。筆者は、応答的環
境を創るための最低必要条件として、少人数学級編成を挙げたい。次の章
では、少人数学級編成を実現しているハワイ島の私立学校パーカー・スクー
ル（ParkerSchoo1）の実践例を紹介したい。
V．私立学校パーカー・スクールの教育実践
1．学校の概要
，2007年の春、知人が長年教鞭をとるハワイ島の小都市ワイメア
（Waimea）の中心部に建つパーカー・スクールの初等部（ParkerLower
Schoo1）を訪問する機会を得た。パーカー・スクールは、1976年創立の、
大学進学への準備をする私立学校で、幼稚園クラスから12年生までを包括
する。この学校の目標は、優秀性（Excellence）、誠実さ（lntegrity）、思
いやり（Compassion）の3つを掲げている。（41）訪問し、授業を参観させ
て頂いたのは、初等部（KindergartenthroughGrade5）の幼稚園クラス
と1年生クラスである。女性教諭のジャッキー（KumuJackie）先生の幼
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稚園クラスを主に参観させて頂いた。朝8時過ぎに学校に着く。パーカー・
スクールの入口の手前にはベンチのある開放的なテラスがあり、さすがに
南国ハワイの雰囲気を醸し出している。すぐに受付があり、名前を伝えて
サインをして見学者（visitor）のシールを受け取って手続きは簡単に済ん
だ。初等部の責任者（日本での教頭のような地位）であるHeather
Polhemus先生に案内されて、初等部の建物まで歩く。敷地は広いようだ
が、全体的に独立している建物は、こぢんまりとしていて一軒の個人の家
のような感じである。ヘザー先生から、1学年1クラスで、しかもクラス
の人数が15人に制限されていると聞いて、一瞬耳を疑ってしまった次第で
ある。日本の現状とは雲泥の差がある。
幼稚園クラスに着くと、さっそく今日一日だけの見学者であると、子ど
もたちに紹介され、またこちらも自己紹介をした。その時、日本から持参
した絵本「ぐりとぐら」を子どもたちにプレゼントした。私流に英訳して
絵本の内容を紹介した。最後のページに、野ネズミのぐりとぐらが料理し
たホットケーキに使った卵の殻がリサイクルされて彼らの乗る車に変身す
る場面が出でくるのだが、絵本を見ていた子どもたちが、一斉に「リサイ
クルだね！」とつぶやいたのには、感激した。環境問題は世界共通のテー
マであることを確認したのである。
2．カリキュラムについて
1時間目（8：15～9：30）は、国語（言語）のクラスで、先生がテキ
ストを読みながら、子どもたちにアルファベットの発音を練習させながら
指導する。次はテープを聞きながら、身振り手振り身体全体を使いながら
九九の計算の歌を唄って算数の勉強をしていた。ここまでは、机や椅子を
使わず、先生を中心にして丸く輪を作るようにして座って先生の話を聞く。
書く作業に入る時になって自分の机の前に座る。一人ひとりに日誌
qouma1）を1冊与え、「11ike～」を使って文を書くことを指導する。日
本ではいわゆる就学前の子どもの年齢であるので、できるだけ飽きさせな
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いように配慮しながら指導内容に変化を持たせている工夫が感じられた。
その後の時間（9：30～10：00）は、休み時間とスナック（おやつ）の
時間である。スナックは、一人ひとりのナプキンの上に少しのクラッカー
とオレンジ2切れが配られる。おやつの時間の後は、中庭で外遊びを楽し
む。2時間目（10：00～10：30）は、スペイン語のクラスで、担任の先生
ではなく専門の先生が教える。低学年なので、テキストはなく、音だけを
頼りにして教える。ぬいぐるみやテープなどを使って楽しませながら指導
する。3時間目（10：30～11：20）は、算数の時間で、お金の数え方につ
いてワークシートを使いながら指導する。特にアメリカのお金の硬貨
（coin）は数え方が複雑なので、しっかりと指導する必要がある。予定よ
り時間を早く切り上げて、ジャッキー先生は、子どもたちに「ひよこ」の
観察をしようと提案する。先生の誰かがひよこを学校に持ち込んだという
ことであった。まもなく飼育ケースに入ったひよこが、クラスに運ばれて
くる。まず、ひよこは、哺乳動物の仲間か否かについて子どもたちに考え
させる。それから子どもたちに注意深く、優しく触れるように注意を促し、
ひよこを一人ひとりの手の上に乗せてその感覚を体験させた。この年齢特
に幼児期の子どもたちには、図鑑などの本を媒介として知識を得ることよ
りも、体験を通じて実感させることが重要であり、それが知識となってい
くのである。
手を消毒して、次はランチ・タイム（11：20～12：15）である。教室か
らテラスに移動する。この時問には補助の先生（substituteteacher）も手
伝いに来る。多様なランチ・ボックス（お弁当）であったが、どのお弁当
も日本の母親たちが作るお弁当とははるかに異なり、シンプルであった。
要するに栄養バランスの悪い野菜不足の中身であった。食文化や食習慣に
おいては、日本が如何に恵まれているかを思わずにはいられない。パスタ
だけのお弁当やバナナとクラッカーだけのお弁当や中身が一種類だけのサ
ンドイッチのお弁当を見て、家族の健康管理を行う母親の立場としてとて
も気にかかってしまったのである。
一155一
五十嵐敦子
午後の時間割の2時間目（12：30～1：15）は、FamilyMeetingの時
間である。これは、初等部（幼稚園～5年生）の全クラスが一緒になって、
一つのテーマについて勉強する時間である。それぞれの学年の先生が順番
に担当者となるそうである。この日は、1年生の担任の先生が担当者とな
り、海の生き物であるサンゴ礁について学習する計画であるとのことであっ
た。
3．見学を終えて
訪問の機会を与えて頂いたお礼をヘザー先生にお伝えすると、学級経営
の新しい方法を最近取り入れたのだが、その効果が現われて子どもたちが
落ち着いて来ているとのことであった。その新しい学級経営のための基本
的技術を学ぶテキストを紹介して頂いたことは大きな収穫となった。（42）
一クラスに15人という規模であれば、子ども一人ひとりと密接に関わる
ことができるし、個性を認めることもできるという理想的な学習環境、教
育的環境を維持できるパーカー・スクールで育つ子どもたちは将来どうい
う大人に成長するのだろうかと考えてしまう。最後に、ジャッキー先生の
クラスの入口には、15人の子どもたちの一人ひとりの将来の夢のリストが
掲げられていたのが今でも印象に残っていることを書き添えておきたい。
国語のクラスでの発音の学習
（幼稚園クラス）
鋤麓『一
身体を使って行う数の学習
（幼稚園クラス）
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